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１．準備 

<FCL-1000R～FCL-2000R> <FCL-100R> 

 
作業時にロードセルの破損

を防止するため、ストッパ

を ON にする 

 

 

 

 

容器上部の配管アッセンブリを 2 本

のボルトを抜いて、容器上部から移

動する 

 

 

 

 

 

容器を反時計方向に回して

取り外して燃料を排出し、

容器を元に戻す 

容器を上方へ引き抜いて燃

料を排出し、容器を元に戻

す 

 

 

 

 

 

ストッパを元に戻す（OFF）  

 

容器上部に重錘を載せるための台

紙を置く 

 

 

 

 

制御表示装置の裏パネル上の銘板

を取り除く 

 

 

 

 

銘板部の覗き穴の中にあるトグル

スイッチ”CHECK”を ON↑にする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2.スパン調整 

指 示 値

OK？ 

トグルスイッチ”CHECK”の隣にある

プッシュスイッチ ”RESET”を押し

て、表示をリセットする 

検量用重錘を全て載せ、指示値を確

認する 

no 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検量用重錘を 1個づつ載せ、指示値

を確認・記録する 

 

 

 

検量用重錘及び台紙を取り除き、配

管を元に戻す 

  

 

 

3.ゼロ調整 

トグルスイッチ”CHECK”を一旦 OFF

↓してから再度 ON↑にし、この時の

指示値（風袋設定荷重）を確認する

 

 

 

 

指示値が所定の風袋設定荷重の値

と大きく異なっている場合は、ZERO

調整ボリューム(VR5)にて調整する

・この値は多少ずれていても計測精度

には影響しない 

・この値は、計量容器内部の燃料レベ

ルにのみ影響を与える 

 

 

 

 

 

 

 

 
トグルスイッチ”CHECK”を OFF↓に

する 
 

 

 

銘板を元に戻し、裏パネル上の CAL

スイッチを押し下げ、表示される

CAL 値を確認・記録する 

 

 

 

以上で終了。 


